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1.はじめに 

今回施工した安倍川は静岡県静岡市を流れる一級河川であり、大谷崩れを始めとする流域内の崩壊

地より多量の土砂供給のある国内有数の急流河川である。 

高度成長期には過度な砂利採取により河床が低下したが、砂利採取規制後は急激な河床の上昇に伴

い堤防の安全性が低下してきたとされる。この他にも治水上の課題を抱える安倍川において、これま

で様々の治水対策を行っており、今回は中部地方整備局管内では初めてとなる巨石付き盛土砂州を用

いた河川防護工法の試行工事である。 

              

                写真-1 安倍川 8kp 付近を望む 

2.工事概要 

工 事 名：平成２８年度安倍川桜町護岸工事 

発 注 者：国土交通省中部地方整備局 静岡河川事務所 

施工箇所：静岡県静岡市葵区桜町 地先 一級河川安倍川左岸 8kp付近 

工  期：平成 28年 9月 17日 ～ 平成 29年 3月 24日 

工事内容：施 工 延 長           96 ｍ 

河 川 土 工                  2,450㎥ 

       護岸基礎工 巨石φ700据付     76 ㎡ 

      法覆護岸工 巨石φ700据付    912 ㎡ 

            巨石φ600据付  1,591 ㎡ 

      取 付 工 巨石φ700据付     86個 

            巨石φ600据付    728個 

      仮 設 工           1 式 

  

本工法は護岸沿いに進んできた流れを緩やかに河川中央へ導こうとするものである。本工法の特徴と

して巨石材や河川内流用土を基本材料としているため、コスト削減が可能であり、大雨後の洪水により

部分的に破損した場合でも早期に修復が可能であり維持管理も容易である。また従来の石張り護岸では

困難である植生の繁茂が可能となり、自然性の高い河岸・水際環境の創出が期待できる。施工するにあ

たり、特殊な重機は使用せずバックホウを中心の施工を行った。巨石据付作業は、省力化・効率化を図

る為に、バックホウにグラップルのアタッチメントを取付けて行った。 

施工箇所 



 

図-1 巨石付き盛土砂州を用いた河川防護工 標準断面図 

     

       写真-2 巨石据付状況            写真-3 巨石据付完了 

 

 

3.現場における問題点 

本工事において国土交通省の平成27年土木施工管理基準に該当する品質管理項目がなかったが工事評

定で良い評価を得る為には工事目的物の特性を満足させるための品質管理を行う必要があった。 

また今回は試行工事で、今後も安倍川において同様の工事が施工予定であり、参考となるデータを残

す必要があった。この為現場に沿った品質管理を行う事が課題であった。 

 

4.検討結果 

 巨石据付の施工前に安倍川出張所と打合せを行い、発注者と受注者双方共、巨石間の間詰め施工にお

ける品質管理について着目した。施工中、または施工後の間詰土の充填具合を確認するための品質管理

はできないか、間詰土の締固め度管理はできないか、といったいくつかの案で検討を重ねた結果実施す

る品質管理項目として間詰土の現場密度試験を実施することとした。しかし間詰土として使用する現地

採取土の粒径が均一でない為、測定結果にばらつきがでることが十分に考えられたので、突砂法及びＲ

Ｉ計器を用いた現場密度試験の 2 通りの試験方法で測定することにした。 

 また、巨石間に間詰土を投入した場合転圧施工が不可能なため、土工事の現場密度試験の規格値を適

用することができない。この為、試験施工を行い試験結果より規格値を決定することとした。 

 

 

 

 

0.4m3 級バックホウ 

グラップル 



5.巨石間の間詰土施工手順 

間詰めの施工はバックホウで行った。巨石間に間詰材を投入した際に目詰りが発生しないように、予

め河川内流用土を 0～40mm で振るい巨石の半分程度まで投入し水締めを行った。その後、バールを使

用し人力で突固めを行った。上半分は巨石同士のかみ合わせ効果を十分に発揮できるように河川内流用

土をそのまま使用し、同様に人力で充填・水締めを行った。また施工後に間詰土の充填不良がないか全

箇所目視して確認を行った。 

 

          

写真-4  巨石間へ間詰材の投入         写真-5  突固め及び水締め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 間詰材の充填イメージ 

 

            

写真-6  間詰め完了 

 

 

河川内流用土 巨 石（φ600 or φ700） 

河川内流用土(0～40ｍｍ) 



6.品質管理試験 

①試験実施 

 最初の間詰め施工箇所において現場密度試験の試験施工を行った。50 ㎥を 1 区画とし試験基準は土木

工事施工管理基準に基づき、突砂法を 3 箇所、RI 計器測定を 5 箇所実施した。今回の測定値を基準とし、

今後の施工についても確実な締固め度を得られているか確認する為に 2日に 1回の割合でRI計器測定を

実施した。突砂法は 5 回実施し測定結果のばらつきの確認及び RI 計器測定の測定結果の信憑性を判断す

る材料としても役立てた。 

 

        

写真-7  突砂法を用いた現場密度試験          写真-8  RI 計器を用いた現場密度試験 

 

②試験結果 

2 種類の現場密度試験結果について下図に示す。1 回目の試験施工結果より間詰土の締固め度が突砂法

では 86.6%、RI 計器測定では 82.2%となった。ただし、先にも述べたように間詰土の粒径が均一でない

ことから、2 回目以降の試験結果にばらつきが想定されたため、二つの測定データの平均値の概ね-10%

を下限値とし、現場独自で締固め度 75%以上となるように管理を行った。 

各試験の計測結果を比較すると双方の試験結果に大きな差異が生じていないことが分かる。このこと

から現場密度試験のデータとしては信頼性が十分にあると考える。また変動幅も概ね少ないことから、

間詰め材の充填が全体的に均一に仕上げることができた。 
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                図-3 現場密度試験結果比較表 

 

下限値 75% 



7.おわりに 

 本工法は全国的に施工実例が少なく、計画を立案する段階で施工手順や詳細な工程を把握できずに苦

労したが、監督職員との協議を進めていく中で工事を円滑に進めていくことができた。安倍川水系にお

いて初めて本工法を用いた今回の工事を担当し、試行工事の難しさや元請けと協力会社が力を合わせて

創意工夫しながら工事を進めていく面白さを改めて感じた。今回施工した箇所が今後どのように変化し

ていくのか、担当した者として経年経過を確認していきたいと思う。 

 

 

          

                            写真-9  完成写真 

 

 

 

 


